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独立変数を示強変数で統一 した方がよい場合には, F≡ g-¢x- p4 を用いる｡
dF=-sdT-xd¢.
§2. 実験データ



















-TII≧ 10-2K)が,結果は kは不連続 (K_>K+,ただし添字 +,-はそれぞ





lxi一 項 -C±(Tc- T)包 pj==1, a-/a.=3･5
i)二相分離線に沿っての密度のゆらぎ(Ref.5)


















F (T h ゅ)-F｡(T*(T h ゅ.), h *(Th ゅ))+F l(T h 功)
He3-He4混合液の場合にあてはめてみると, F｡は純粋なHC4の熱力学函数,













ロ･ 野 ～ I(T-Tl(x))/紬 TJ l(a)IIPo








K± - (jt)12Ai働 fT-Tl(x)｡･const･
豊 )lは 行 - 面でのラムダ線の傾きで,これが小さいために K士 の発散が
観測されないと思われる い -0の極限では% )i-0)｡茸 lは∬の単調増加
























































は x< x c ではxの如何にや かわらず成 りたち, x- xc でのみ突然破れるのであろ
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He3-He4 混合液 (Rgview )に関する質疑応答 高 木 氏 (東大理 )




(坐嶋氏 )I(x)(ps(a)≡ EC(a), x:He3の濃度 )が,観測にかかるのは･どれく
らいの温度領域か?
(高木氏 )ATX(AT<ATXのとき, ps(a)～ EC(x))を決める式で, exponentの中
にundefine'dconstantが含まれているので,オーダーさえ当れない. (ATE ～
TOl eXp(- COnSt/Ax))
(#1木氏 )Griffithhs- Riedel理論に従-て計算すると･C¢∝｢1 ,着 ∝_-.ヽ
I P 'となって,Fisher仮説と合わなくなる｡
(鈴木氏 )Fo(T/甲P) の中に logarithmc な singularity があれば,変って来
る筈｡
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